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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、これまで研究の遅れてきた中東および中央アジアにおける平野、盆地、湿地、湖
沼などの陸地域における現地調査を行った。これらの地域では多数の遺跡が立地しており、そ
れらを手がかりとして、最新の分析探査手法を用いながら、環境変動の実態を明らかとするこ
とができた。そして地球環境が短期（10～100 年オーダー）で急激に変化してきたという事実
とそれが遺跡立地に与えた影響を検証し、それらの結果から今後の地球環境の変動予測への応
用を行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 In this project, we took filed surveys at inland areas, such as alluvial plains, basins, 
marshes and lakes in arid areas in Middle East and Central Asia. The recent progress 
researches using physical and chemical analyses made clear the process of 
environmental changes during the archeological stages and distributions of 
archeological ruins. Our discussions about the relationship between the drastic 
climatic changes of 10-100 years intervals could be applied to the predictions of future 
global environment and human activities. 
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１．研究開始当初の背景 

最近の地球環境の変動に関する視点は、氷
床におけるダンスガード・オシュガーサイク
ルの発見以来、大きく変わりつつある。地球

環境が、短期（10～102 年オーダー）におい
ても、急激に変化してきたという事実は、今
後の地球環境の変動予測に大きな影響を与
えてきた。特にこの数年で、完新世において
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も気候は安定的ではなく、8200 年前に世界
的な寒冷化イベントが発見されるなど、氷期
と同様に、大規模気候変動事変が存在するこ
とが明らかとなった。 

 一方、本研究の調査地域である西アジア・
中央アジア地域においては、従来から、その
遺跡の分布や立地環境の変動によって、新石
器時代以降、大規模な気候変動、特に湿潤期
と乾燥期が繰り返し出現することが推定さ
れていた。 

これらの変動は、上記の地球規模の大規模
気候変動事変との関わりが想定されるもの
である。しかし、これらの地域の社会情勢の
悪化とも関わり、近年は継続的な現地調査の
機会も少なく、その気候変動の詳細が検討さ
れないまま残されてきた。特に、本研究の目
的とする、気候、降水、地下水、植生、動物
相など、遺跡を取り巻く自然環境変動に関す
る研究は、単発的に短期間の調査によるもの、
これまでの概論をまとめたものを除くと、本
研究における研究代表者および研究分担者
による研究以外では、本格的な研究はイスラ
ム原理主義革命以前の、1970 年代以前まで
さかのぼらなければならないことが実情で
ある(Butzer, 1995;Erol, 1978)。 

このように陸上における新しい資料が得
られないため、同地域の古環境変動について
は、主に、地中海東部、エーゲ海およびマル
マラ海などにおける海洋掘削調査による研
究で議論されてきた。これらは調査年度も新
しく、その精度も高い（Sperling,2003)。ま
たが、内陸域では、バイカル湖など大湖沼に
おける掘削調査が進んできた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、これらの研究動向を背景として、
これまで研究の遅れてきた平野、盆地、湿地、
小規模湖沼などの陸地域における調査を充
実させることを目的とする。これらの地域で
は多数の遺跡が立地しており、それらを手が
かりとして、最新の分析探査手法を用いなが
ら、環境変動の実態を明らかとするものであ
る。 

そして地球環境が短期（10～100 年オーダ
ー）で急激に変化してきたという事実とそれ
が遺跡立地に与えた影響を検証し、その結果
から今後の地球環境の変動予測に大きな影
響を考察することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、現地調査が中心となる。本研
究の研究方法は、以下のようにまとめられる。 

(1)GIS による地図情報の入手およびその判
読 
 新疆ウイグル自治区において、土壌の塩性
化の計測を行った。さらに、それの時代的な
変動を過去の地図情報から復元を行う。 

(2) 地中レーダーおよび磁気探査 
 トルコ、キュルテペ遺跡において時期探査、
地中レーダーによる探査を行った。 
(3)湖沼堆積物の掘削調査 
 モンゴル、フブスグル湖、およびエジプト
カルーン湖において掘削調査を行った。 
(4)地表水、地下水採取 
 モンゴル、ヒンティー山地において行った 
(5)地形測量 
 GIS 判読に付随して、現地調査を行った。 
(6)考古資料の収集（獣骨、植物遺骸なども
含む） 
 中東各国の試料を用いた。トルコ、ヨルダ
ン、シリアにおける試料を用いた。 
(7)遺跡分布調査 
 トルコ、アナトリア高原において実施した。
さらに新疆ウイグル自治区では既存の文献
資料の再整理を行った。 
 
４．研究成果 
今回の研究調査において地球環境が短期

（10～100 年オーダー）で急激に変化してき
たという事実とそれが遺跡立地に与えた影
響を検証し、その結果から今後の地球環境の
変動予測に大きな影響を考察することを目
的として現地調査を進めた。 
具体的な現地調査は以下のように行った。 
(1) モンゴル 2008 年 8 月、2009 年 8 月、
2010 年 8 月、2011 年 9 月、2012 年 8 月 延
べ 70 日間 
ホブスグル湖周辺およびヒンティ山地フ

デル泥炭地ほかおいて湖沼堆積物と泥炭層
の掘削調査を行った。その結果、過去 1 万年
間のモンゴル北部における水文環境の変動
を復元することに成功した。この成果は、3
編の国際誌論文に公表することができた。 
 

 
図 1 フブスグル湖東端 Borsog 湾における湖
水位変動（Orkhonselenge et al.2012） 
 



 

 

（２）中国 新疆ウイグル自治区 2008 年
10 月、2010年 9月、2012 年 8月 延べ 35日
間） 
 タクラマカン砂漠において、予察的な調査
を行った。しかし、その後政情変化のため調
査地域をウイグル自治区北辺部の山間地域
に移動することにして、再調査を行った。さ
らに学術協定を新疆大学と締結し、共同研究
拠点の形成を行った。 
(3)トルコ 2009 年 9 月、2010 年 9 月,2012
年 7月 のべ 40日間） 
トルコ共和国ではアナトリア高原中部のア
ンカラ県、クルシェヒル県、コンヤ県、カイ
セリ県における遺跡の分布調査と古環境の
復元のためのボーリング調査を行う。さらに、
カイセリ県アジギョル湖、クルシェヒル県セ
イフェ湖で湖沼堆積物の掘削調査を行った。
あわせて、トルコ東部のバン湖、および東南
部のディアルバクール周辺で、予察調査を実
施した。 
 

 
図２ トルコ中部キュルテペ遺跡で明らか
となった城壁と掘削調査地点 
 
(4)エジプト 2009 年 3 月、2009 年 12 月、
2010年 12月,2011 年 3月、2012年 12 月  
のべ 60日間） 
エジプトにおいては、カイロ南東のカルーン
湖において調査を行った。主に、湖の湖水位
変動とナイル川の氾濫史の解明について、地
形地質調査と考古歴史文書などの解析をあ
わせて実施した。この調査の結果、カルーン
湖における過去 6000 年間の水位変化、塩分
変動が明らかとなった。この湖はナイル川の
洪水氾濫に伴って、湖水の断続的な流入が生
じており、その環境変動はナイル川の洪水氾
濫史を復元することが明らかとなった。 
 
 

 
図３ カルーン湖における過去 6000 年間の
環境変遷 
 
(5) 国際シンポジウムの開催 
九州大学において 2010年 2月、2011年 2月、
2013 年 2 月に国際シンポジウムを開催した。
さらにトルコにおいて 2010 年 9 月に開催し
た。これら 3 回の成果は、その都度英文のプ
ロシーディングを出版し公表した。 
そのほか、小規模な国際セミナーを、エジプ
ト、トルコ、モンゴルで、現地調査時にそれ
ぞれの協力大学で開催した。 
 

 
図４ 国際シンポジウム風景（九州大学） 
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〔その他〕 

科研費学術調査に伴う九州大学と現地協力
機関との国際交流協定の締結 

新疆大学（2008 年 12 月）、モンゴル国立
大学（2009 年 12 月）、モンゴル科学院地
理学研究所（2009 年 12 月）、アレキサン
ドリア大学（2012 年 3 月）、メニューフィ
ア大学（2011 年 3 月） 

上記機関からの交換留学生の受け入れ  

延べ 12 名 
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